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１．研 究 課 題：トップパフォーマンスのコーチングに関する研究 

２．研 究 期 間：２００８年 ３月２６日   ～ ２００９年 ３月２５日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）： 

 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

 トップレベルのパフォーマンスを有するアスリートおよびコーチが輩出されるしくみについて調 

査・研究を行った。                                     

 主として、競泳競技を中心に競技力向上のしくみついて調査を行った。             

 当初は国内の一流選手を対象に、コーチングに関する資料収集を行った。北京オリンピックの代表 

選手選考会に向けた強化、コーチングの実際について貴重な資料を得ることができた。       

 また、私自身が指導する選手がオリンピック代表を獲得することができ、同時に日本代表のコーチ 

としてオリンピックの本大会に向けて共に行動することになった。                

 代表選手選考会の後は日本代表としての合宿に参加した。5 月の国内合宿、6月―7月のアメリカに

おける高所トレーニング合宿などに帯同し、日本代表としての強化にあたり、同時に他の日本のコー

チや他国のコーチの指導方法などを直接ヒアリングを行ったり、指導法の実際を学ぶことができた。 

 これらのことから、オリンピック大会に向けた強化方針、同日本代表の強化の実際について、実体 

験を踏まえたうえで理解を深めることができた。                        

 高所トレーニングにおける体調の維持・管理、コンディションの把握、強化の実際などについて、 

有用な情報を収集することができた。 

 高所トレーニングでの強化を終えた後の本大会までの期間は国内に短期間滞在し、直前に韓国の済 

州島で最終調整合宿を行うため、これに帯同した。鍛練する期間の後の調整期では、競技力の維持・ 

コンディションの向上、レースのためのペース練習など、各コーチの様々な取り組みについて知るこ 

とができた。国外での調整の難しさ、オリンピックという特別な国際大会に向けた直前のトレーニン 

グ方法など、スポーツ科学を駆使し、かつ経験の豊かなコーチの知恵を学ぶことができた。     

 特に、北京オリンピックでは北島選手が 2種目で金メダルを獲得し、しかも 2大会連続の快挙を成 

し遂げた瞬間に立ち会うことができて、貴重な経験を積むことができた。また、北島選手の担当コー 

チとのディスカッションを合宿の期間、試合の期間を通じて、この快挙を達成するまでの過程につい 

 

※研究終了後２ヶ月以内に提出してください。ワープロ原稿の貼付けも可。なお、学術研究活動情報

（学術年鑑 Web）のホームページに掲載しますので、電子メールでも研究支援課まで

（tokkenseika@list.waseda.jp）ご提出くださるようご協力をお願いします。 



特別研究期間研究成果概要[つづき]（2,000 字以内）    氏 名： 奥野 景介     

 

て、コーチング法などを含めて多くのことを学ぶことができた。                 

 同時に、私自身の指導する選手が個人種目で決勝に進出し、6位に入賞、そしてリレーで銅メダル 

を獲得するなど自身のコーチングにも実際に生かすことができた。                

 オリンピック大会終了後は国内に滞在し、コーチングの情報についてのまとめを行った。     

 その後 2月にアメリカで高所トレーニングについて、再度調査・研究を行い、現地の指導者との論 

議でコーチングに関する資料を得ることによって、競技力向上のしくみについて理解を深めることが 

できた。                                          

 また、渡米中に南カリフォルニア大学のアスレチック・デパートメントを訪問し、同ディレクター 

へのインタビューを行うことによって、同大学の財政支援および NCAA のしくみなど大学スポーツと 

しての取り組みについてディスカッションを行うことができた。                 

 アメリカの大学スポーツのしくみは日本よりも発達しており、今後の日本の大学スポーツの発展の 

ために参考になる資料を得ることができた。 

 以上のことから、本研究期間の成果として、学部教育ならびにコーチング科学研究領域を充実させ 

る活動ができた。今後は学生教育および大学スポーツのあり方や運営方法について、発展させていき 

たい。                                                           

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


